








や農産物の価格低迷により，県内の農業産出額は 1991 年の 1,737 億円をピークに，2008 年で

















1）　この分析は「耕作放棄地問題の解決に向けて」則藤 正文　和歌山経済研究所機関誌 Vol63　2010 年を参照
している。
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あろうか。Adachi and Patel （1999）によれば農地の転用，開発，売却に関する意思決定は，税金，
年齢，家族数，地域，営農意欲などの要因によって大きく影響される。このような意思決定問

















基本モデルは Rose （1973）, Shoup（1970），Skouras（1978）. 前川・足立（1996），Adachi and 
Patel（1999）を参考とする。





















  ∂V　　　　　　　　　　　　　　　　  ∂W（T）――＝ f（u）e−rT− r・e−rT・W（T）＋ e−rT ―――＝ 0  ∂T　　　　　　　　　　　　　　　　     ∂T
この式をW（T）で割って，














































土地利用 A＝タイミング T1 で農産物 Aを栽培　（T1 以前は耕作をしていない状態）




























 　この 2つの土地利用を前提として，以下その組み合わせ，つまり，VA（0, T1）と VB（0, T2）
のポートフォリオを考える。
















2＋wa・（ 1－wa）R σA σB 
…………（6）　　
で表現される。
実際の農業では，T1 と T2 のタイミングと，ポートフォリオの割合で数種類のタイミング，
組み合わせの中で最適値を模索されることになる。全く異なる作物の場合には土地を分ける必
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要があるために上記の組み合わせが重要になるが，同じ土地で取れる作物の場合には T1，T2
などのタイミングのみを考慮した土地資産最大化モデルとなる（表 1）。
表 1　混合土地利用モデルの収益とリスクの関係 ：（5）式， （6）式から
タイミング 収　　益 分　　　散
0 ― T1 まで f（u） 0
T1 ― T2 h1（u,T1） σ3＝σA





　表 1では，T2 以降では例えば 2種類の農作物が同時に２つの農地で栽培されている状態で
あり，T1 から T2 までの間が土地利用 Aのみの収益が得られる。T1 以前がいわゆる未利用と


























図 1　和歌山県の主要な果樹の価格の変化（1995 年から 2009 年）


















表 2　和歌山県の主要な果樹の価格の相関係数　（1995 年から 2009 年）　
　 みかん はっさく りんご 二十世紀 富有柿 もも うめ ぶどう スイカ キウイフルーツ
みかん 1.00 
はっさく 0.42 1.00 
りんご 0.17 0.49 1.00 
二十世紀 0.69 0.46 0.37 1.00 
富有柿 －0.18 －0.22 －0.20 －0.65 1.00 
もも 0.15 0.25 －0.13 －0.19 0.56 1.00 
うめ 0.19 －0.02 0.05 0.51 －0.33 －0.31 1.00 
ぶどう －0.45 －0.33 －0.18 －0.81 0.87 0.47 －0.35 1.00 
スイカ 0.06 0.20 －0.15 －0.35 0.63 0.65 －0.32 0.60 1.00 
キウイ
フルーツ －0.54 －0.43 －0.16 －0.71 0.73 0.36 －0.25 0.89 0.59 1.00 
出所：和歌山県農林水産部の資料より作成
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図 3 － 1：　和歌山県の主要な果樹における可能なポートフォリオ：　みかんと富有柿のケース　
注：　みかん単独での平均収益は 211 円，富有柿単独での収益は 316 円となっている。
　　　みかん単独の分散値は，2,274，りんご単独の分散値は，10,396 となっている。
図 3－ 1より明らかなように，リスクとリターンの状況に応じて，様々な組み合わせが実現




図 3 － 2：和歌山県の主要な果樹における可能なポートフォリオ；　みかんとぶどうのケース
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図 3－ 2から，リスクとリターンの状況に応じて，このようなハイリスク，ハイリターンな
組み合わせが実現できることがわかる。このケースでは収益は最低が約 340 円から最大で約
795 円，リスクは最低で約 1,000，最大で約 22,500 であることがわかる。これも，それぞれが
単独で栽培したケースでは存在しないものであり，興味深い資料を提供している。
　最後に，みかんとキウイフルーツのケースについてみてみよう。
図 3 － 3：　和歌山県の主要な果樹における可能なポートフォリオ；　みかんとキウイフルーツのケース
注：みかん単独での平均収益は 211 円，キウイフルーツ単独での収益は 860 円となっている。
みかん単独の分散値は 2,274，キウイフルーツ単独の分散値は 42,694 となっている。
　このケースでは，単位あたりの収益が約 235 円から最大約 434 円までが実現し，リスクは最
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A Way to Convert Idle Land into Agricultural Land: 
A Study of the Optimal Portfolio of Agricultural Plots
Misaki UENO
Abstract
This paper examines the optimal portfolio of agricultural plots as a way to convert idle 
land into agricultural land. An optimal portfolio of agricultural plots means a strategy of 
diversification for agriculture. This paper particularly focuses on risk and profit for orange 
farmers. By maximizing their profit margin, the new method is shown to significantly 
improve business efficiency for them.
